
 

 

今年度の全道大会が、９月 27 日（土）千歳市文化センタ

ー「北ガス文化ホール」にて、開催されました。 

第 70 回全道大会は、石狩地区手をつなぐ親の会連絡協議

会も主催となり、開催されました。当会からは加藤会長が

副実行委員長として、中川副会長は実行委員として大会の

準備にあたってきました。 

北広島が担当しました第 2 分科会は総勢 44 名の参加が

ありました。「暮らし」をテーマに、「災害の備え」「避難所

（福祉避難の現状と課題）」「道育成会による災害への対応

（調査、分析結果）」について報告、討議がなされました。 

基調報告兼コーディネータに伊達市手をつなぐ育成会理事・北海道知的障がい福祉協会 会長の大垣

勲男氏をお迎えいたしました。その他、実践報告として、北ひろしま福祉会の石黒様、穂別親の会 藤原

様、当会から加藤会長の報告がありました。また、2025 年１月に北海道手をつなぐ育成会 広報・企画

専門委員会が行った「災害時の備え・対応に関するアンケート」の報告が、道育成会 藤田事務局長から

ありました。 

北ひろしま福祉会の石黒様は災害派遣福祉チーム D-WAT に所属されており、令和６年の能登半島地

震での活動の報告がありました。被災地支援を通じて必要と思われたこととして、平時の家庭での備え、

発生時の行動のポイント、制度と仕組みの連携について、お聞きしました。「支援は遠慮しない。声を上
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げることで仕組みが改善される。自分のためが、次の誰

かのためになる。」とおしゃっていました。 

「災害は突然日常を奪います。日常を整えることが非

常時の命綱になります。『うちの子には無理」ではなく、

『どうしたらできるか』を考える機会になれば』と、最

後に話されていました。完璧でなくてよい、“具体”であ

れば良いとおしゃっていました。我が家の避難計画を一

枚に書き出してみる、家族の障害を理解してもらうため

の情報カードを作ってみる、あらかじめ頼れる人に「困

ったら助けて」と先に伝えておくなど、はじめられそうなことから動き出すことが防災の一歩であると

話されていました。 

大垣氏からは、これまでの伊達市での取り組み、働きか

けのご報告をうかがうことができました。伊達市の避難行

動要支援者の対象の範囲、避難行動要支援者の個別支援計

画、一時避難を経由せずに福祉避難所への直接避難につい

て、大変勉強になるお話しでした。我が町に帰ったらこれ

だけは即行動（確認・検討・要望）することとして、次の

３点を教えていただきました。①避難行動要支援者の範囲

の確認 ②一時避難所を一般の避難所、二次避難所を福祉

避難所という計画は現実的か ③要支援者と福祉避難所の

マッチングは妥当か（ただ自宅からの距離が近いからの理

由で、強度行動障がいのある方の避難所が高齢者施設になっているなど） 

ただただ、不安に思っているだけでなく、声をあげ、行動する必要性を改めて、感じました。 

分科会の後は、基調報告、記念講演がありました。 

記念講演は、精神科医、総合診療医の香山リカ氏が登壇されました。現代人を苦しめる「役に立ちた

い」「私らしさ」「比べ合い」の三重苦について、「そうだわ～、なるほど～」と思うお話でした。「もっと

うぬぼれてよい」「人にもどんどん頼っちゃおう」と力を抜いて良いのだ・・・と元気になる言葉もあり

ました。 

ご自身の大学で、障害のある学生との時間の中でのエ

ピソードとして、障害の医学モデル、社会モデルのお話

にも触れられていました。「生まれたから生きていく」

とおしゃっていた言葉が印象に残りました。 

閉会式の前に行われた、札幌国際情報高校吹奏楽部に

よる『競わない吹奏楽、踊る吹奏楽、ダンプレ』は、笑

顔と元気を届ける、見ごたえ、聞きごたえのある演奏会

でした。 

会場全員が楽しく過ごせた時間となったと思います。 
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ちょうど 10 年前に第 60 回の記念大会を北広島で開催したことを思い出し、千歳育成会様をはじめ、

江別、石狩の育成会の皆様も、大会当日を迎えるための準備は大変であったと思います。改めて大会に携

わった関係者の皆様、ボランティアなどの皆様にお礼を申し上げます。また、協賛・広告にご協力いただ

きました皆様にも改めてお礼申し上げます。 

来年は、登別で開催されます。また、新たな学びにつながることと思います。全道大会にまだ参加した

ことがない方は、ぜひ一度は参加していただきたいと思います。 

    斉藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャレンジドでは、皆さんと一緒に楽しんでいまし

た。太鼓を叩いたり、ハンドベル、キーボードをひい

たりしていました 

千歳のアイドル「シャオニャン」も来ていました。 

小樽大会に参加した時にご一緒した方にも、声をか

けてもらったそうです。（中川） 

懇親会は、名寄の育成会の本人さん達が、

歌を披露してくれたり、ビンゴをしたり盛

り上がりました。 

本人さんも、手作りの名刺の交換をして、

嬉しそうでした。 

私は、初めて出席しましたが、和気あい

あいと、良い時間を過ごさせていただきま

した。（中川） 
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就労選択支援は、障害者本人が就労先・働き方

についてより良い選択ができるよう、就労アセス

メントの手法を活用して、本人の希望、就労能力

や適性等に合った選択を支援するものである。 

(厚労省ホームページ参照) 

就労選択支援の主な内容 

① 作業場面を活用した状況把握（アセスメント） 

・短期間の生産活動等を通じて、就労に関する適

性等の評価や意向等を整理。 

② 多機関連携によるケース会議 

・利用者や関係機関を招集して多機関によるケー

ス会議を開催。 

② アセスメントシートの作成 

・アセスメントやケース会議を踏まえアセスメン

ト結果を作成し、利用者や相談支援機関等に伝え

る。 

③ 事業者等との連絡調整 

アセスメント結果を踏まえ、関係機関等との連絡

調整を行う。 

 

対象者 

・就労移行支援や就労継続支援の利用を希望する

人、またはすでに利用している人。今現在、就労

継続支援 A型・B型を利用している人

も、本人の希望に応じて就労選択支援

を受けることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 10 月から開始される 

新しい就労系障害福祉サービス 

※全道大会の中央情勢報告の中でも話題と

して取り上げられていました。「これまでの

就労移行支援が行っていたアセスメント機

能を独立させるイメージ」とのこと。当面は

直 Bアセスメントも存続するため、影響は限

定的と思われるとの報告がありました。 

事業所見学会 

ご案内 

日  時）令和７年 11月 13日（木）   

   ①10：30～  ②11：00～ 

見学場所）就労支援事業所キロル  

（北広島市共栄町 4丁目 7-28） 

定  員）１０名程度 

★見学終了後、昼食会（希望者のみ） 

★昼食会参加の場合は参加費あり 

★少人数に分けて見学させていただきます 

★詳細は後日別紙にてご案内 

活動報告 

8月 7日   青空会 

8月 28日 北海道自閉症協会役員会  

（仲上、斉藤） 

９月１日  北広島市社会福祉協議会 

第 3回理事会    （佐藤み） 

９月 10日 北海道手をつなぐ育成会第 70 回全道大会千歳大会  

第 4回実行員会（加藤、中川） 

9月 11日 役員会 

9月１７日 「北ひろしま福祉の集い」 

第３回実行委員会（仲上） 

9月 27日 北海道手をつなぐ育成会 

第 70回全道大会千歳大会  

（加藤、中川、仲上、岡本、斉藤） 

10月 1日 北海道自閉症協会 三役・事務局会議

（斉藤） 

★この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活動を広く紹介する目的で発行しています。 

ほかの目的に使用しないよう、また、破棄する場合は取り扱いにご注意下さるようお願いいたします。       

会報担当【中川民恵 斉藤圭美 井上野花】(263 号編集担当：斉藤) 
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